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（論文内容の要 旨）

本論文は，高性能な係 り受 け解析モデルの実現に向けて3つ のアプローチを提案

してい る．高精度の単体解析モデルの開発 ，係 り受け解析器の組み合わせによる精

度向上の実現，並列構造解析器 との組み合わせ による精度向上の実現であ る．

日本語係 り受 け解析においては，工藤 らの相対的な係 りやすさを考慮 したモデル

が，決定 的解析モデルや文脈 自由文法を用いた構文解析アル ゴリズムに基づ く手法

を上 回る精度を示 している．工藤 らのモデルではすべての係 り先候補文節間の相対

的な選択選好の強さを学習 し，解析時には選択選好の強 さのスコアを比較 して係 り

先を選択す る．これに対 し本論文 では，一度 に比較対象 とす る係 り先候補文節を二

候補 に限定 し，選択選好 を二つの候補同士の対戦か らなる トーナメン トで直接表現

したモデル （トーナメン トモデル）を提案 している．SVMの 出力する分離平面か

らの距離をスコアとみな し，このスコアと部分解析精度 との関連を調査 した ところ，

トーナメン トモデルによる手法がよ り高性能であ り，スコア順に係 り受け関係を選

択することで99％ の正解率で60％ の被覆率を達成できることを示 した．

また， トーナメン トモデル とは大 きく性質の異なる日本語係 り受け解析器 である

KNPの 解析結果 を トーナ メン トモデルの素性 として用いる ことで，両解析器を上

回る精度を達成できることを示す．

係 り受け解析器 にとって解析が難 しい問題の一つである並列構造に対 して，dual

decompositionア ル ゴリズムを用いて並列構造解析器の出力 と係 り受 け解析器の出

力を統合 しt． このアル ゴリズムはスコアに基づいて最適解を選択する解析器を想

定 しているため， トーナメン トモデルの長所を保持 しつつ分離平面か らの距離に基

づいて係 り受け関係にスコアを付与 したモデルを用いた．

コーパス構築において人間による作業の労力を削減 し効率的なアノテー ション作

業を実現す るために，本稿では2つ のアプローチを とった．まず，SVMの スコア

を用いて係 り受け解析器の能動学習を行 うことで，人手によるアノテーシ ョンコス

トを削減 しながら，高性能な係 り受け解析器を構築できることが確認された．次に，

係 り受 け構造 と並列構造を別 々にアノテーシ ョンする とい う状況で，並列構造が与

えられる と可能な係 り受 け構造が制約 されることを利用 して高精度の係 り受け解析

器 を構築する ことで，係 り受 けアノテー ションの効率をさ らに向上させることを示

した．



氏 名 岩立将和

（論文審査結果の要旨）

平成24年1月23日 に開催 した公聴会の結果を参考 に平成24年2月13日 に本博士

論文の審査を行った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養を備えていることを示すもの と認める．

岩立将和は，本博士論文において， 日本語係 り受け解析の解析精度向上 とそのた

めの コーパス構築 に関する一連 の研究を行い，次のような新 しい解析手法や今後の

発展につながる様 々な提案を行 った．

1．日本語係 り受け解析の係 り受け曖昧性の問題に対処 し，性能向上を達成するた

めの方法 として，競合す る2文 節を直接比較する トーナメン トモデルの適用を

行い，従来 のどの手法よりも高性能な機械学習に基づ く日本語係 り受け解析シ

ステムを構築 した．さらに，同手法を用いることによ り，高い被覆率で極めて

高い解析精度が保証 され る部分的係 り受 け解析が実現できることを示 した．

2．規則 に基づ く日本語係 り受け解析 システムKNPの 解析結果を学習のための素

性 として用いることにより， トーナメン トモデルに基づ く係 り受け解析の性能

向上が達成可能であることを示 した．

3．日本語 の統語解析 の困難 な問題である並列構造解析の問題 に対処するため，並

列構造範 囲の同定 と係 り受け解析をDualDecompositionア ルゴ リズムを用い

て統合 し，並列構造解析の精度向上の可能性を示 した．

4．さらなる解析精度向上のためのコーパスアノテーション作業の効率を向上させ

るため，能動学習 に基づ く有効な事例選択，および，並列構造アノテーション

と係 り受けアノテーシ ョンを分離 した方法を示 し，効率的なアノテーション手

法を示 した．

日本語係 り受け解析の性能向上 と関連する様々な問題への対処方法を提案 した本

研究は，独創性が高 く， しか も実用面 でも有用であ り，自然言語処理の分野におい

て高い貢献があると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認め る．


